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新しい契約の元におけるユダヤ人と異邦人の関係 パート 2 

2019年 11月 27日 ロン・カーター 

 

救いはすべての人に平等であるという奥義を知ったところで、私たちは初めて高慢やエリート主義（選民

主義?）に陥ってしまうことなく「区別」について話すことができます。パウロ自身は、家庭での男性の指導

的地位について語っていますが、これも平等という点を失うと、ムスリム世界や他の文化圏で見られるよう

な虐待に導いてしまう可能性があります。 

 

しかし、平等さの元には家の主人は暴君のようにではなく、仕えるものとして家庭を導きます。 

 

イスラエル、ユダヤ人信者になると、彼らにも特有の召しがあります。ダン・ジャスターはそれを「イスラエ

ルの救われた残りの者（the saved remnant of Israel.）」と表現しました。 

ユダヤ人は、特別な役割のために取り置かれているのです。 

 

・国々の祭司となること（出エジプト記 19:6） 

・聖書を通して、唯一まことの神の啓示をもたらすこと 

・世界に、神は唯一であることを示すこと（申命記 6:4） 

・国々の光となること（イザヤ 42:6, 49:6） 

 

私は最近、聖書学校の教授に、イスラエル特有の召しは、不信仰な民という上にのみ成り立つと言われま

した。ユダヤ人が一度信仰を持つと、その人はメシアのからだの一部となるため、その召しは持たなくなっ

てしまいます。そのため、パウロがローマ書において、「神の賜物と召命は、取り消されることがないから

です。」（ローマ 11:29）と言っているのは、失われたイスラエルの民に関してのみ言及しているのです。 

 

最初のキリスト教の反ユダヤ主義 

 

しかし、こちら（英文）でも書いたように、ローマ書というのは異邦人に対して、ユダヤ人信者に対する扱い

の悪さについて書かれています。プリシラやアキラのようなユダヤ人信者が亡命から帰ってきた際、異邦

人は彼らを受け入れなかったというように見受けられます。これがパウロがイスラエルの重要性について

書いた理由です。第一に、イスラエルは神様に拒絶されていない（ローマ 11:11）第二に、イスラエルはま

だ召命されている（ローマ 11:29）のです。もちろん、上記の通り、パウロは単に信仰を持たないユダヤ人

に言及していませんでした。というよりかは、ローマの人々に対して、ユダヤ人信者を拒絶することについ

て叱責していたのです。メシアニックジューにとっては、自身がユダヤ人であるという事実に、イスラエルと

いう土地の市民権を得る権利を帰しています。もし、私たちが救いを受け入れると同時にユダヤ人である

ことを失ってしまうならば、ユダヤ人信者はイスラエルの土地に住む権利も失ってしまいます。もちろん、そ

れは馬鹿げている話です。 

http://messiahsmandate.org/what-does-paul-mean-continue-in-his-kindness-rom-1122/
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聖霊の力に満たされ、福音を地の果てまで連れて行くという召し（使徒 1：8）を持っていたのは、ユダヤ人

の使徒たちでした。これは詩編 67篇の明確な拡張です。 

 

「どうか神が私たち（イスラエル）をあわれみ祝福し御顔を私たち（イスラエル）の上に照り輝かせてください

ますように。（なぜ？）あなたの道が地の上で御救いがすべての国々の間で知られるために。」（詩篇

67:1-2） 

 

もちろんこの召しは、イスラエルに対してのみのものではありません。同じように私たちも地の塩、世の光

として召しだされています。それでもなおこの召しに関してユダヤ人信者には特別な油注ぎがあります。パ

ウロは、イザヤ 42章、49章を引用し、使徒の働き 13:47において、国々の光となることに関して言及し

ています。 

 

そこで、パウロとバルナバは大胆に語った。「神のことばは、まずあなたがたに語られなければなりません

でした。しかし、あなた方はそれを拒んで、自分自身を永遠のいのちにふさわしくない者にしています。で

すから、見なさい、私たちはこれから異邦人たちの方に向かいます。主が私たちに、こう命じておられるか

らです。『わたしはあなたを異邦人の光とし、地の果てにまで救いをもたらす者とする。』」（使徒の働き

13:46-47） 

 

パウロは明確に、イスラエルへの特別な召しは、新しい計画の元で強化されていないとしても、継続してい

ると見ていました。 

 

さばきの日の前に世界中に福音を宣べ伝えるのは誰でしょうか？すべての部族から出ている 14万 4000

人のユダヤ人です。そこで、デイスペンセーション主義者は、すべての信仰者は携挙の日にはいなくなっ

ているというでしょう。しかし、私は患難前携挙説を主張する人には今までで 1人しか合ったことがありま

せんし、それには懐疑的に思っています。それに対する私の見解に関してはこちら（英文）をご確認くださ

い。再臨は一度しかなく、私たちは携挙され、空中で帰ってくる彼と出会い、そして瞬く間に変えられ、彼と

共に地球に戻るのです。 

 

https://roncantor.lpages.co/rapture/

